
様式第２号（第６条関係）

年 2 月 2 日

ｳｵｰﾀｰｻｰﾊﾞｰ2台の増設により、さらにﾏ
ｲﾎﾞﾄﾙ持参を拡げ、紙ｺｯﾌﾟやﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
の使用を減らす。

職員用自動販売機を小型化しﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ
の消費を減らした。職員へのﾏｲﾎﾞﾄﾙ使
用啓発を継続した。

職員のﾏｲﾎﾞﾄﾙ持参割合を5％増やし、
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ使用量を削減する。

施設車輛活用の無料バス運行と青色防
犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ、野菜販売場所の提供、老人
会のｻﾎﾟｰﾄ、認知症ｶﾌｪの別会場でも開
催を継続する。

・5月より地区社協と連携し買い物移
動支援ﾊﾞｽの運行を開始した。
・青色防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙを年83日実施し中央
署より表彰された。認知症ｶﾌｪはｺﾛﾅに
より6回中止したが延べ149名が参加し
た。別会場での認知症ｶﾌｪ実施はｺﾛﾅ禍
により中止した。

・施設車輛活用の無料ﾊﾞｽ運行を実施
し延べ40名の利用を目指す。
・青色防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ日数80日/年、野菜
販売場所の提供、老人会のｻﾎﾟｰﾄ、年
200名の認知症ｶﾌｪ参加を目指す。

不要な電気の節約、裏紙の使用、古紙
のﾘｻｲｸﾙ、事務機器等のﾘｻｲｸﾙ、ﾍﾟｰﾊﾟｰ
ﾚｽへのIT活用の徹底を継続する。

ﾊﾟｿｺﾝ及びﾀﾌﾞﾚｯﾄの配備を増やし記録
媒体のICT化によりﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽを図っ
た。

ICTによるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化によりｺﾋﾟｰと印
刷用の紙を10％削減する。

就労に課題を抱える若者の継続的な雇
用への支援を進める。障がい者のやり
がい創出や地域との交流機会をさらに
増やす。

・就労課題を持つ若者6名を支援し
た。
・障がい者生活介護事業所にて企業か
ら仕事請負い内職を実施し工賃支払い
と地域のお祭りで販売を実施した。

・就労課題を持つ若者5名以上に継続
的な雇用支援を行う。
・内職工賃と販売額を10％ｱｯﾌﾟさせ障
がい者のやりがい創出や地域との交流
機会をさらに増やす。

空調設定温度の明示と周知を引き続き
図り、消費電力の2％削減を目指す。

ｺﾛﾅ禍による常時換気の徹底により消
費電力が増加したため、削減目標を達
成できなかった。

太陽光発電ﾊﾟﾈﾙと蓄電池を新たに設置
し、空調設定温度の明示と周知を引き
続き図り、不要な照明と空調の節約に
より消費電力の2％削減を目指す。

職員の離職率10％以下を目指す。
正規職員離職率10.1％、非常勤職員離
職率16.3％、合計で13.2％となり目標
達成できず。

・職員の離職率10％以下を目指す。
・ｸﾞｯｼﾞｮﾌﾞ&ｻﾝｸｽｶｰﾄﾞの年1,000枚提出
を目指す。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

一般社団法人及び学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと連携
した生活困窮家庭児童の居場所づくり
と学習支援活動を継続し、それらに参
加する新たなﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、職員を合計で5
名増やす。

・学習支援と生活支援活動を週1日ず
つ、年50日実施し、学習支援で延べ約
280名、生活支援で延べ約550名の児童
への支援を行った。
・新たな学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ8名が参加した。

・一般社団法人及び学生ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと連
携した生活困窮家庭児童の居場所作り
と学習支援活動の開催（各50日/年）
及び参加ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと職員を合計で5名増
やし前年と同数の支援を継続する。

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023 年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

社会福祉法人として地域に信頼され、無くてはならない存在となり持続的な地域福祉の実現に貢献する。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

法人の持つ施設と人材を最大限に活用し、福祉サービスの提供と住民や関係機関との連携を図りながら、地域、職員、利用者
が幸せになれるような事業運営と支援活動を行っている。

目標に関連する取組内容

一般社団法人と連携し実施する生活困
窮家庭児童支援において、持ち帰り夕
食の無償提供としても継続する。

・学習支援、生活支援活動時持ち帰り
の夕食を無償提供。
・2022年は福祉医療機構の助成を受け
ｺﾛﾅや災害や給与が減少した世帯へ食
料支援を行った。

・一般社団法人と連携し実施する生活
困窮家庭児童支援において、夕食の無
償提供を前年と同数実施する。
・必要な世帯への食料支援を前年と同
数実施する。

学校、地区社協、民生委員、町内会等
との更なる連携強化を図る。また北沼
上学区自治会連合会と協力し移動支援
に関する話し合いを再開する。

・北沼上学区高齢者の買い物移動支援
を地区社協と連携し運行開始した。
・2月に西奈図書館にて専門職が推薦
する書籍の展示を行った。

・西奈地区社協と連携し目的地までの
移動支援で延べ40名の利用を目指す。
・西奈図書館と連携し専門職が推薦す
る書籍の展示を年1回実施する。

西奈地区児童の学習支援と不登校児童
への支援に関わるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・職員を増
やし、支援や連携の増回を図る。また
自主夜間教室への参加を継続する。

・毎週1日ずつ学習支援と不登校児童
の居場所活動を継続し不登校児童生徒
3名の新たな受け入れを行った。
・自主夜間教室へ毎月参加はできな
かったが必要時に参加した。

・西奈地区児童の学習支援と不登校児
童への支援に関わるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・職員を5
名増やす。
・自主夜間教室へ3回/年参加する。
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（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。
 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

送迎車両等へSDGｓｽﾃｯｶｰ貼付、職員へ
SDGｓﾊﾞｯｼﾞ配布、自社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでの
SDGs取り組み報告等を継続する。

・車輛入替後もSDGsｽﾃｯｶｰを継続
・県立大学SDGsﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸに社会福祉
士が対応

・SNSを活用したSDGs取り組み投稿を
年6回行う。・行政等主催のSDGs啓発
行事へ年1回参加する。

その他

環境に良い有期肥料での野菜栽培、環
境に優しい新素材による名刺の使用を
継続する。

地元農家の野菜販売に使用するﾋﾞﾆｰﾙ
袋をﾊﾞｲｵﾏｽのものに変更。ﾊﾟﾙﾌﾟ不使
用名刺の使用を継続。

地元農家の野菜販売額を5％増やし、
家計の支援と廃棄削減に貢献する。

4事業所

社会福祉法人天心会

http://www.love.or.jp

静岡市葵区長尾89-1

420-0903

194 人

１２．医療、福祉

５ 所　　在　　地
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業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

理事長

中野菊乃


